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論文内容の要旨 

 

共生人間学  専攻   氏名 王 岩 

 

本稿は,中国の日本語教育において提示された日本「文化」に焦点を当て,中

国政府が打ち出した日本語教育政策と日本語教育の位置づけという視点か

ら,1949-1990年の日本語教科書に見られる日本「文化」とその変遷を考察する。

考察の手項は,まず中国の日本語教育政策に基づき 1949-1990年を三期に区分

し,続いて各期間に高等教育機関の出版した総合日本語教科書を選定し,教材

分析を行う。 

第一章では,本研究の問題意識と先行研究を挙げた。第二章では,中国の日本

語教育政策を基準に, 1949-1990年の日本語教育を導入期,停滞期,展開期の三

期に区分し,日本語教育政策の調整と,これに基づく日本語教育の位置づけの

変化を通時的に議論した。第三章では日本語教科書の内容を分析し,日本「文

化」の変遷が導入期,停滞期,展開期の日本語教育政策の方向調整に起因するか

否かを検証した。第四章では各期間に教科書に表象される日本「文化」が,各

の時期の日本語教育政策に基づく言語教育観の下に実現していることを解明

した。そして日中両国の政治関係,およびそれに基づき中国政府による日本社

会を受容する尺度が,日本「文化」選択の重要な基準であると結論づける。 

このような日本「文化」ならびに日本「文化」の変遷を踏まえて,本稿は,各

時期の教科書に見られる日本「文化」が中国政府による日本社会の受容の反映

であることを認め,日本語教育が中国政府の対外政策の伝達装置の一つである

ことを主張したい。 
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序 

 本稿は中国の日本語教育における日本「文化」に焦点を当て,日本語教育政策に基づ

き提示された日本「文化」がどのような社会的要因によって表象されたのかを,日本語

教科書の通時的な考察から解明する。 

 文化という概念は,「若者文化」や「地域文化」などのように一般的に幅広く使用さ

れている。日本語教育における「文化」の概念は,このような概念とは異なり,日本語を

通して表される日本社会に対する文化認識に捉えられている。本稿では日本語を通して

表される日本社会に対する文化認識を日本「文化」と表記する。ただ,ここでの日本「文

化」は,日本の社会文化全てを表すのではなく,あくまで日本社会の一部のあらわれに過

ぎない。すなわち，本稿は日本語教育における日本「文化」に焦点を当て,表象された

日本「文化」がどのような基準で日本の社会文化の中に選択され,日本語教育に取り入

れるのかという点を深く議論し，日本語教育における「文化」の選択基準を解明するの

である。 

研究対象は,中国の日本語教育に使用されていた日本語教科書である。研究の対象期

間は 1949-1990 年に限定する。この時期に実施されたさまざまな社会改革が原因で,中

国の国内情勢は非常に不安定であった。これを背景に外国語教育政策,中でも日本語教

育政策は中国の社会改革に伴い,大きく変動した。したがって,日本語教育における「文

化」の選択基準を考察するには,この期間の日本語教育政策および,これを反映する中国

の社会的要因を踏まえる必要がある。 

そこで本稿は日本語教育政策に基づき,この期間の中国の日本語教育を三期に区分し

た。その三期とは,導入期(1949-1965 年),停滞期(1966-1976 年),展開期(1977-1990 年)

である。そして,その三期における日本「文化」の教育状況を把握するために,日本語教

科書に関する通時的な考察を行った。具体的な考察手項は,まず各教科書の登場人物,

視覚的情報,取り上げられた話題,本文の内容に日本の社会文化に関する内容を整理し,

次にこれらの内容を通して表象される日本「文化」を明示的に提示する。そして, 日本



語教育政策と日本語教育の位置づけを踏まえ,教科書に提示された日本「文化」の選択

にはどのような社会的要因が介入しているかを解明し,表象された日本「文化」が中国

政府による日本社会に対する受容と関連していることを検証する。 

まず,第一章では本研究の問題意識と先行研究を示した。次に,第二章では 1949-1990

年の日本語教育政策を基準として,日本語教育を導入期,停滞期,展開期の三期に区分し

た。そして,各時期の日本語教育政策の方向調整と,日本語教育の位置づけを通時的に検

討した。第三章では日本語教科書に対する教材分析を通して,日本「文化」の変遷を確

認し,このような変遷が各期間の日本語教育政策の調整に起因するか否かを検証した。

第四章では,各期間において教科書に表象される日本「文化」が,日本語教育政策に基づ

く言語教育観の下で,中国政府の受容可能なものか否かという基準によって選ばれたも

のであることを解明した。 

教科書に見られる日本「文化」は,当時の日中間の政治関係と,これに基づく日本社会

に対する中国政府の受容の尺度という二つの要因に影響されることが判明した。その上

で,中国の日本語教育は日本の何を中国政府が受容可能かを日本社会に伝達する装置の

役割を果たしていると結論づけることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第一章 研究背景 

本章は，中国の日本語教育において提示された日本の社会文化に焦点を当て，まず研

究対象となる日本「文化」を定義する。そして, 先行文献を踏まえながら,捉えられた

日本「文化」に関する問題意識を提示する。 

 

1.1 研究対象と問題意識 

 1.1.1 研究対象 

文化とは,幅広い範囲で使われている概念である。例えば，日本文化や教育文化,若

者文化といった用語は，それぞれ異なる意味として捉えられている。文化を定義する前

に,考察対象となる文化の領域を定める必要がある。また,同じ領域で文化を取り上げる

といっても,文化の捉え方により提示される文化の内容は異なる。例えば,日本文化とい

う用語において，それが伝統的側面から日本文化を捉えているのか，それとも社会政治

的側面から日本文化を捉えているのか，日本文化という用語だけで表すことはできない。

すなわち，文化を定義しようとするならば,まず文化はどのような背景に取り上げられ

るのかを明らかにする必要があるのである。 

本稿で考察する文化とは,日本語教育分野で取り上げ,日本語教育によって提示され,

教育内容に反映される文化を指す。これまでの外国語教育は言語に関する研究を中心と

してきたが,文化も外国語教育の考察対象になる。そして,ここでの「文化」とは,言語

と文化の関係性を認めることを前提に捉える概念である。 

日本語教育における文化を考える場合,言語（日本語）と文化の関係について言及す

る必要がある。なぜなら，外国語教育では言語を教えると同時に,言語に内在化してい

る意味や情報,知識をも扱うのである。言語を通じてあらわれる情報や知識は,目標言語

の使用されている国や地域の社会文化として伝達される可能性がある。日本語教育もま

たその例外ではない。 

本稿は日本語に内在する情報や知識に基づき形成される,日本社会に関する文化の



認識を研究対象とする。すなわち,日本語教育において,日本語により提示された情報や

知識を日本に対する文化の認識とみなし,以下の本稿では日本「文化」と表記する。た

だし,このような日本「文化」は日本語により記述され，日本語によってあらわれるも

のである。すなわち，日本語は日本「文化」の伝達のための重要な手段とみなされるの

である。 

 

1.1.2  問題意識 

日本語教育を通して提示された日本「文化」は，実際にどのような日本文化だろうか

について,以下のような議論がある。 

日本社会の全てが反映されるものではなく，あくまでも日本社会の一部のあらわれに

過ぎない。教育的観点から言語（外国語）によって提示された社会文化について，目標

言語の使用されているコミュニティの社会文化をありのまま反映するものではなく，外

国語教育のための教育用の資料や,これらの教育内容を編集する執筆者の意図といった,

一種のフィルターを通したものであると Neuner (2003) が指摘した。 

このような指摘から,外国語教育を通して形成された「文化」は,フィルターを通した

目標言語の社会文化の一部であり,目標言語の社会文化を理解するには十分とはいえな

い。つまり,外国語教育を通して提示された「文化」が目標言語の社会のあらわれの一

部であることは,日本語教育を含むどの言語教育においても共通している。 

本稿では,日本語教育において提示された「文化」が日本の社会文化の一部のあらわ

れという点に焦点を当て,この日本「文化」がどのようなフィルターを通り抜けられた

かを検討する。つまり「文化」の選択基準について,つまり,日本語教育の実施する社会

的諸要因の関与や教育側面では教授法の選択など,どのような要因と関連しているのか

を検討する。ただし,ここで検討する「文化」の選択基準には,多くの要因が介入するた

め，本稿ではこれらの要因の中から,日本語教育政策および,これを反映する中国政府に

よる日本社会の受容という視点を取り上げ,そこから議論を進めたい。 



 これまで,中国の日本語教育における「文化」について,日本語教育政策および,それ

を反映する,中国政府による日本社会の受容という視点からの考察は,いまだ十分にな

されていない。そのため,中国の社会的文脈に基づき実施される日本語教育において,

中国政府によってどのような日本語教育政策が制定されるか,またどのように中国政府

が日本社会を受容しているのかが問われなければならない。 

 本研究は,中国政府（1949年設立の中華人民共和国政府）の下に実施された,1949-1990

年の日本語教育における日本「文化」を考察する。日本「文化」という概念は日本語教

育の中で提示された日本の社会文化に対する文化認識を意味する。また,日本語教育政

策,および中国政府にとっての日本社会の受容の視点から日本「文化」を検討するに際

し,考察の対象期間を中国社会が激しく動いていた社会改革期,つまり 1949-1990 年に

限定することにする。 

 

1.2 先行研究  

 1.2.1 研究分野で共有されている知識 

これまでに外国語教育において提示される目標言語の社会文化に関しては,現地の政

治・経済の受容（Neuner,1997；金,2008) や教育的変遷によって外国語教育における

文化教育の位置づけ （細川, 2003）などといった現地社会の受容，および現地社会の

教育方針の視点からの研究が行われた。これらの先行研究では,外国語教育の実施され

る現地の社会的文脈が,目標言語の社会文化の捉え方に影響を与える点が指摘された。

すなわち外国語教育は,現地の社会的文脈を背景に実施される活動であり，現地社会の

要求を無視することができない。外国語教育の中の「文化」の構築は,目標言語の使用

される社会の文化を中心に行われるべきであるものの，学習者の帰属する自国文化と

の関連を無視することができない。 

また,外国語教育研究における社会文化を取り上げた最近の研究をみると,「社会文化

能力」理論 (Byram,1997) と，「個の文化」理論 (細川, 2003) が,教育理論の側面から



外国語教育の「文化」を取り上げている。外国語教育における文化教育は,言語教育を

通じて目標言語の社会文化を提示するではなく,学習側の文化理解を取り入れることに

より,目標言語の社会に関する「文化」に新たな意義が与えられたのである。 

 

1.2.2 先行研究 

これまでの先行研究では，それぞれの時代背景や社会的文脈において「文化」の捉え

方の異なることが論じられてきた。 

Neuner (1997) はドイツの外国語教育における「文化」の捉え方と社会政治との関

係を考察し，ドイツの政治・経済の要求に応じたイギリス「文化」の捉え方の変容を次

のように指摘する。 

 

「1920 年代の教科書では，第一次世界大戦後に敗戦国となったドイツを背景に，ド

イツ人としての国民性を強調するため，自文化のアイデンティティの自覚を促す内

容が多くみられる。（中略）1950 年代－1960 年代の第二次世界大戦後・冷戦期では，

民主共和国の社会制度をとる東ドイツの英語教育では，『文化』の捉え方について同

じ社会主義制度に属していたソ連の社会文化を友好的に捉え，資本主義陣営に属す

るイギリスの社会文化を敵対的に捉える内容が見られる。」 （Neuner, 1997, 

pp.61-62) （拙訳） 

 

ドイツの英語教育の事例を見ると，他者「文化」がドイツ政治・経済環境の変遷に左

右され,理解されていることがわかる。また，他者「文化」の選択にあたり,自文化を上

位に，他文化を下位に置き，他文化に対して受容できる部分はそのまま受け入れ，受容

できない部分はフィルターを通して捉える傾向があると考えられる。 

 金（2008）は異文化間コミュニケーションの視点から，1974-1995 年の韓国における

日本語教育における「文化」の捉え方を考察し，次のように指摘した。 



 

「第 3次教育課程期の日本語教育では，日本語の持つ経済的価値は認めつつも，反日

感情は強く抱くという二重的な側面があったため，日本語教育は他の外国語教育と

は違う扱いを受け，日本語教科書の内容においても韓国の高校生が日本文化に同化

されるのを防ぐために，韓国文化理解を中心とする保護主義的立場を取っていた。 

それに対して第 4 次教育課程期の日本語教育には,オリンピックの開催や国際化を

意識した部分的開放主義が日本語教科書に反映される。 

このような変化は第 5次教育課程期の日本語教育にも継続し，国家競争力の強化の

ためのコミュニケーション能力の向上だけではなく日本文化理解に対してもより力

が入れられ，日韓両国人の交流という側面が以前より重視されるようになった。」（金, 

2008, p.344） 

 

以上のような日本「文化」の変遷から，「文化」は韓国政府の対日政策に影響される

ことが読み取れる。日本「文化」の捉え方は,両国の社会政治関係の視点から，韓国の

国際的意識の向上や両国人民の交流促進の視点へと転換したのである。すなわち,日本

「文化」とは，韓国政府が自国社会の要求に応じて提示した「文化」なのである。つま

り他者文化には現地社会の要求に適応することが求められているのだ。換言すれば,外

国語教育における「文化」は,現地社会から他の社会への受容のあらわれともいえる。 

多文化社会における他者の文化の捉え方について Hage (1998) は寛容性に注目し，

以下のように指摘する。 

 

「他者文化に対する寛容思想は異質なものとの共存という考え方ではなく，あくまで

社会のマジョリティ側からの言説であり，抑圧されたマイノリティの立場にある人

たちは寛容などという概念を自ら語ることは尐ない。」 （Hage, 1998, p.178) 

 



Hage によれば，マジョリティはマイノリティの社会文化を受容する際，表面的には

寛容を示し，それを受容する姿勢を示す。しかし，それはマジョリティが主導権を持ち，

マイノリティの社会文化の中でも管理可能な部分のみを受容するに過ぎない。すなわち，

マジョリティがマイノリティの社会文化を取捨選択し，支配するのだ。一方，マイノリ

ティには選択どころか発言権すら与えられず，一方向的で非対称な関係にある。 

細川 (2002) は日本における留学生向け日本語教育での「文化」の位置づけを通時的

に考察し,「文化」の捉え方を三つの時期に分類した。 

第一期は言語と文化の関係について考えた時期である。留学生向けの日本語教育の一

環である「日本事情」は文化教育として捉えられたが，最则は公的基準に基づいて「文

化」が選択された。 

 

「第一期の『日本事情』では，教育内容に公的基準がいくつか現れたが，文化に関す

る考え方や方法などは全く言及されていない。」 (細川, 2003, p. 42) 

 

第二期は体系的知識と異文化コミュニケーション能力に関わる時期である。日本語教

育上の経験に基づき，また留学生にとっての必要性を考慮して，日常生活に関する「文

化」が提示された。 

 

「第二期の『日本事情』では，日本の日常生活で出会うさまざまな問題に関して，あ

る程度体系的かつ経験的に捉えられている。」 (同上, p. 58)  

 

第三期はことばと文化の関係をめぐる新しい転換の時期である。そして細川は，外国

人留学生向けの文化教育科目「日本事情」の例を挙げる。留学生の立場から，留学生が

日本で自らの体験した文化を「文化」と位置づけるようになった。 

 



「第三期の『日本事情』では，文化は学習者自らが日本文化・日本社会を見るための

『問題のたて方』という方法で位置づけられている。つまり，日本語教育における

文化は，曖昧な段階から体系的に実施する段階まで，流動的に変化するものとして

捉えられている。」 (同上, p.67) 

 

このような変遷を見ると,「日本事情」を通して実施される文化教育は教師主導的な

教育から学習者主体的な教育へ変化したことがわかる。それに伴い,「文化」に新たな

意義が与えられた。すなわち,「文化」の選択基準は,自国政府による他者社会の受容と

いう基準を越えて,学習者のニーズへと転換したのである。 

また,Byram (1997) の「社会文化能力」理論は，社会文化能力を四つの側面,すなわ

ち知識，スキル，態度，行動から考察するものである。外国語教育において文化を学ぶ

ことは，他者文化に関する情報や知識を受け取りながら，学習者自らの判断に基づき，

他者文化を内在化し，そこで生まれた認識や態度をコミュニケーション活動に反映する

プロセスである。つまり，外国語教育における文化とは,学習者側が知識や情報を受信

し,内在化することにより形成されるものなのだ。ここで述べた文化の概念は,上に定義

した「文化」の概念をいっそう発展させたものであり,学習者の受容面が重視されてい

る。 

一方，細川 (2003) の「個の文化」理論は，次のように「文化」の学習を捉える。 

 

「『文化を学ぶ』ということは，他者の取り出した文化を情報として受け取ることで

はなく，自らの習慣の内側に分け入り，自ら発見した習慣を「文化」として自覚的に

取り出しつつ，それをわがこととして他者へ向けて説得的に記述すること，このこと

が文化の体得を意味するのである」 (細川，2003, pp.173-174)。 

 

この両理論に共通する外国語教育における「文化」として，教師側の提示した文化を



学習者側の文化理解へと転移した点が挙げられる。すなわち,外国語学習者の立場から

「文化」を捉えるのである。 

以上の先行研究をまとめると，現地社会による他者文化への受容は「文化」の選択と

関連していることがわかる。また,外国語教育に反映する教育理論は,「文化」の捉え方

に大きな影響を与える。外国語教育における「文化」を考察するには,教育の実施され

る現地社会の受容と,基づいた教育理論という二つの要因に注意する必要がある。 

 

 1.2.3 先行研究に不十分な点 

これまでの外国語教育において,「文化」は多様な観点から捉えられている。外国語

教育における「文化」とは，「文化」の本質に重点を置くものではなく，言語と「文化」

の結びつきに重点を置くものである。外国語教育政策という視点から政府の制定した

「文化」を通時的に考察する先行研究は,まだ充分とはいえない。そこで本研究は中国

の日本語教育政策という視点から,日本語教育によって提示された日本「文化」を通時

的に考察することにする。 

 

1.3 研究目的と研究方法 

 1.3.1 研究目的 

本稿は，中国の日本語教育における「文化」が,中国政府による日本社会の受容とこれ

を反映する日本語教育政策によって形成されることを,日本語教科書の通時的考察によ

り検証する。 

 

 1.3.2 研究の問題点 

各期間において教科書に表象される日本「文化」は,日本語教育政策に基づく言語教

育観の下で,どのような基準によって選択されたのだろうか。本稿文はこの問いの解明

を目指す。 



 

 1.3.3 本稿文の対象とする範囲 

本稿では,中国政府による日本社会の受容とこれを反映する日本語教育政策の視点か

ら日本「文化」を考察するため,考察期間を,中国の国内情勢が大きく揺れていた

1949-1990 年に限定する。 

次章は 1949-1990 年の日本語教育政策について,これを導入期,停滞期,展開期の三期

に区分する。そして,各時期の日本語教育政策の方向調整と日本語教育の位置づけを通

時的に検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第二章 中国の日本語教育政策 

  本章は 1949-1990 年の日本語教育を中心に論じ，この期間を三つの時期，すなわち導

入期 （1949-1965年），停滞期 （1966-1976年），展開期（1977 年-現在）に区分する。

これは次のような事情に基づく。 

付克 (1986) によると,中国の外国語教育は四つの期間に区分される。第一期は

1949-1956 年で，ロシア語教育を中心とする外国語教育の発展期である。第二期は

1957-1966年で，ロシア語教育とそれ以外の外国語教育の不均衡に対する調整期である。

第三期は 1966-1976 年で，中国で起こった政治運動，つまり文化大革命により外国語教

育の停滞した停滞期である。第四期は 1977 年から現在までの，多様な形態の存在する,

外国語教育の展開期である。 

一方で日本語教育は以下のような位置づけになった。付克 (1986) の区分における第

一期では，日本語教育の規模が小さいため，外国語政策に関して日本語教育にはほとん

ど変化が起こっていない。だが，第二期では，外国語教育を調整する政策に従って，日

本語教育が重視されるようになった。本稿では外国語教育の第一期と第二期を合わせて

日本語教育の導入期とする。中国の日本語教育は 1949 年にゼロから始められたが，

1957-1966 年になると，教育規模を拡大する言語教育政策が導入され，日本語教育は重

視されるようになった。そのため，1949-1965 年の期間を本稿では日本語教育の導入期

と考える。 

しかし，1966 年以降に導入された言語政策は,文化大革命の影響のため実施されるこ

とはなく，1976 年まで日本語教育はほぼ停滞状態に陥ってしまった。そこで，本稿は

この段階を日本語教育の停滞期と呼ぶ。 

1977 年以降，中国政府は文化大革命の誤りを認め，国際交流のための日本語能力を

持つ人材が市場で求められた結果，1980 年代には日本語学習ブームを迎えた。そして

日本語教育は日本語を中心にした学習だけではなく，日本社会を理解させる情報や知識

などさまざまな視点から捉えられるようになった。本稿はこの段階を日本語教育の展開



期と捉える。 

また，本研究は考察の対象を 1949-1990年の期間に限定する。それは，この時期が中

国の不安定な国内情勢に伴って，日本「文化」の捉え方が転換しているからである。外

国語教育は対外政策のあらわれの一つであるが，この時期の中国の日本語教育は社会の

変動により大きく変化した。また，この時期は日本に関する文化情報が日中間の社会制

度の相異から様々な方面において制限され，日本語教育にあっても日本社会に関する一

部の情報しか得られなかったのみであった。さらにその情報は中国社会の教育方針に適

応する内容に限定され，適応していない部分は削除されていた。 

 1990年以降の日本語教育については，本稿はこれを取り扱わない。これは,1990 年以

降の日本語教育における「文化」が重要ではないためではなく，1949-1990 年に比べて，

1990 年以降の中国の政治情勢や教育方針，教育政策が以前よりも安定し，社会文化の

捉え方の変化がそれほど激しくないためである。そのため，本稿では中国社会の揺れが

最も激しく，そのために「文化」理解の変化が明示的に現れている 1949 年-1990 年の

日本語教育を中心に考察を行う。 

 本稿では中国建国後の日本語教育を三つの期間（導入期，停滞期，展開期）に区分

し，日本語教科書における日本社会の「文化」に関する教育内容の実施状況を検証する

と共に，日本語教育における言語と「文化」の関係を明らかにし，日本語教育の理解を

深めたい。 

 

2.1 導入期の日本語教育 （1949-1965 年） 

  2.1.1 日本語教育の発足 

建国直後の中国では，社会政治・経済上の要求に応じるため，ロシア語を中心とする

外国語教育が推進されていた。そのためこの時期に,日本語教育はあまり重視されてい

なかった。当時の日本語教育の規模は小さかったため，日本語は「小語種」と呼ばれ，

それに対してロシア語は中心言語の意味で，「大語種」と呼ばれていた。1952 年に高等



教育部 （日本の文部科学省に相当）が外国語教育を調整するにあたり，管理上の利便

性のため日本語教育を北京大学に集中し，これを管理するようになった。日本語は北京

大学東方語系に属する複数の言語の一つに過ぎなかった。東方語系は日本語，朝鮮語，

モンゴル語，ベトナム語など，さまざまな言語の研究教育を行っていたが，言語教育の

規模は小さかった。1949-1956年の 7 年間に，東方語系の卒業者数はわずか 375人であ

った。これは 10言語を合わせた卒業者数である。これに対して ロシア語教育の卒業者

数は 13000 人で，英語教育は 2500人であった。当時はロシア語や英語が中心に置かれ，

その他の言語は周辺化されていたのである。 

このような状況は，当時の中国社会の発展に応えられないため，1956 年に開かれた

「知識人に直面する問題」と題する会議の中で，周恩来は「知識人に関する問題の報告」

を行い，「科学に向けて進もう」というスローガンを提案した （李＆許, 2006, 

pp.204-205）。この提案では，社会主義建設の要求に応えるため，外国語教育と科学に

関する専門書籍の翻訳事業の拡大が求められた。中国の社会国家建設にとって,外国語

教育は重要な役割を果たすと意識され始めたのである。しかし，1964 年に中国共産党

中央委員会（以下に中共中央と略記）と国務院によって『外国語教育七ヵ年計画綱要』 

（以下，『綱要』と略記） が制定される。この『綱要』は,外国語教育における思想政

治教育の重要性をさらに強調している。この『綱要』により「教育は無産階級政治に貢

献し，教育は生産労働と結びつく」1という教育方針が提案された。そこで，日本語教

育にも中国の無産階級政治や生産労働への貢献が求められるようになったのである。 

 

「資本階級の思想を識別，それに抵抗，批判する能力が外国語学習者に求められてお

り，外国語教育において無産主義以外の思想の影響を引き続き取り除くことが必要

                                                   

1中共中央，国务院 (1964)『外语教育七年规划纲要』p.1. 



とされる。2」 （拙訳） 

 

 社会主義国の言語教育における文化教育は資本主義思想を避けねばならず，日本の社

会文化に対しては他の側面から捉えることが求められている。言い換えるならば,導入

期の日本語教育においては，日本の資本階級の思想を伝達しないことが求められたので

ある。 

 

  2.1.2 日本語教育の位置づけ 

このような思想的背景に基づき，日本語教育の引き続き展開する前提として，社会

文化面において,中国の社会政治方針と対立する資本主義思想を教育から取り除くこと

が求められた。つまり導入期には，日本社会の「文化」の中でも資本主義思想に関わる

部分を取り除くという言語教育観の下に，日本語教育は実施されたのである。 

 

2.2 停滞期の日本語教育 （1966-1977 年） 

2.2.1 日本語教育の停滞 

1966年より中国全土で文化大革命が展開された。文化大革命とは，中国で 1966 年か

ら 1976年にかけて，「封建的文化，資本主義文化を批判し，新しく社会主義文化を創生

する3」という名目で行われた改革運動である。 

1964年に制定された『外国語教育七ヵ年計画綱要』は 1966 年に起こった文化大革命

の影響により，発足の 2 年後には停止してしまった。なぜならば,文化大革命は文学と

教育の分野から始まり,有産階級の資本主義思想を批判し，無産階級革命を高揚する社

会運動であったためである。外国語教育は中国社会の主流となる社会運動に寄与できな

                                                   

2中共中央，国务院 (1964)『外语教育七年规划纲要』 p.8. 

3 http://100.yahoo.co.jp/detail/文化大革命/(2012/01/18 アクセス). 
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いと位置づけられ，「外国語無用論」が社会的に広がった。さらに外国語教育は,それを

通じて外国の「資本主義の思想に影響される可能性が高い」と想定され，批判の傾向が

強まったのである (付，1986, p.84)。 

当時，文学や教育によって外国文化と接した者には，「外国崇拝」「外国と気脈を通ず

る」と特別な罪名がつけられていた。外国語教育は単なる外国の言語についての教育学

習ではなく，社会文化の面においては資本主義の思想と価値観とによって中国人民に影

響を与え，堕落させる可能性を持つと見なされた。したがって，文化大革命が始まって

以降，高等教育段階での外国語教育はほぼ停止した。日本語教育も同じような扱いを受

け，この状態は文化大革命の終結に至るまで続いた。 

とはいえ，日本語教育は完全に停止した訳ではない。中国の対外事業を維持するため

に「工農兵学員」を対象とした日本語教育が，1970 年代则頭に再開されるようになっ

た。「工農兵」とは，労働者，農民，兵士の総称である。つまり，特定の限られた職業

に携わる人々のみが政府によって外国語学習を許可されたのである。「工農兵学員」は，

思想面においては封建文化や資本主義文化を批判し，無産階級の思想を支持する人々で

ある。そのため，外国語教育を受けたとしても，封建思想や資本主義思想からの思想的

な影響をうけにくいと考えられたのである。このように，外国語教育は 1970 年代则め

に再開されたが，これは社会主義政権の脅かされないことを前提としていた。 

 

2.2.2 日本語教育の位置づけ 

文化大革命が教育界にダメージをもたらしたため,外国語としての日本語教育はほと

んど実施されていなかった。しかし，外交のための専門日本語教育は実施されていた。

しかし,日本の社会文化には中国の社会主義政権を脅かす資本主義思想が存在するため，

日本語教育において専門家養成のための日本語と日本の社会文化を切り離し，日本の社

会文化を取り除き,日本語の機能面のみを中心とする日本語教育が行われた。つまり停

滞期の日本語教育は，日本語と日本社会の文化とを切り離す言語教育観の下で実施され
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ていたのである。 

 

2.3 展開期の日本語教育 （1978-1990 年） 

2.3.1 日本語教育の回復 

停滞期において，1964年に制定された『綱要』は，文化大革命の影響により決定の

二年後から実施ができなくなった。また，導入期と停滞期において，一部の地域を除い

て，小中学校の外国語教育はほとんど実施されていない。文化大革命終結直後の日本語

教育は，対外政策の要求に応じるために専門分野の高等教育に存在したが，外国語教育

としての日本語教育はほとんど存在していない。 

このような状況において，文化大革命の影響で停止されていた大学受験は 1977 年に

復活し，中国の外国語教育は回復と発展の時期を迎えた。日本語教育もこの流れに応じ

て発展を遂げる。 

1978 年には『全国外国語教育フォーラム』が北京で開かれ，中国の外国語教育を

強化するためのいくつかの方針が指摘された。 

 

「1，小，中学校での外国語教育を強化する； 

2，外国語教育を主要な外国語学院と学部に集中し，外国語能力を持つ専門的人

材を 育成する； 

3，英語教育を中心とした外国語教育の発展に伴い，日本語やドイツ語やフラン

ス語などの外国語教育の割合にも注意する； 

4，大学，中学校，小学校の各段階で比較的に継続的に使用できるような教科書

を編集する。」 （李＆許, 2006, p.291） （拙訳） 

 

 外国語教育を強化するため，外国語教育の開始段階や各言語の教育規模，教材開発な

どの面において中国政府は外国語教育を体系的に管理するようになった。また，専門の



日本語教育と外国語教育としての日本語教育は,両方とも重視されるようになった。 

 

2.3.2 日本語教育の位置づけ 

このような社会背景をもとに,展開期の日本語教育は重視されていた。そこでは，以

前の日本語教育のように，日本の社会文化に見られる資本主義思想を取り除くという現

象は見られなくなり，代わって日本社会との交流のため日本語の運用能力と社会文化能

力を持つ人材の育成が期待されるようになった。当時の中国では，1972年の国交正常

化に伴い,日本社会との接触がますます増加すると考えられており，異文化間コミュニ

ケーションが求められていた。そのため，日本語教育は多様な視点から日本の社会文化

を捉えるようになり，新たな段階へと発展していった。 

  中国の日本語教育の発展の歴史において言語と文化の関係を通時的に見ると，導入

期において日本「文化」は言語と結びつけて捉えられていたものの，日本「文化｣から

資本主義思想を取り除くことが要求されていた。停滞期においては中国社会の中で教育

全般が停止したため,日本語教育はほとんど実施されていなかった。ただし，停滞期で

も国家事業のための日本語教育は,社会主義政権を脅かす資本主義思想を避けながら，

言語と文化を切り離した上で実施された。そして展開期では，異文化コミュニケーショ

ンのため，多様な視点から日本の社会文化を捉えるようになった。そのため，日本語教

育は，再び言語と文化を結びつけるという言語教育観の下に実施されるようになったの

である。 

 

 

 

 

 

 



第三章 日本語教科書に見られる日本「文化」 

3.1 分析対象 

 本稿は日本語教科書を分析の対象とする。その主な理由は,日本語教育における「文

化」がどのように学習者に提示されているかを具体的に検証するためである。また教科

書は,出版された時代の社会背景や教育目的に結びつけられた教育用の資料であるため

でもある。 

 本稿では,ある程度の影響力をもった日本語教科書を分析の対象とするため,選択基

準を設けて分析対象を選定した。 

 まず 1991 年に出版された『中国日本学年鑑 1949－1990』 （以下,『年鑑』と略称） 

により,1949‐1990年に高等教育の公共日語に使用されていた教科書リストから教科書

を選定した。「公共日語」とは,専攻の日本語教育と外国語としての日本語教育とを対比

するために,中国の外国語教育分野で使われる用語である。分析対象の教科書は以下の

ようである。 

 

（A）1949－1965 年発行の教科書の選定 

導入期の日本語教育は小規模だったため,日本語教科書は『年鑑』に 10冊しか掲載さ

れていない。この中で影響力をもつ総合日本語教科書として,北京大学の編集により

1959年に商務印書館が出版した『大学一年生日語課文』と,同じく北京大学の編集によ

り 1964年に商務印書館が出版した『日語』を選定した。 

 

(B)1966－1977 年発行の教科書の選定 

文化大革命の前半には中国の教育全体が停止したことに伴い,停滞期の日本語教育は,

ほとんど停止状態にあった。そのため高等教育機関は一冊の日本語教科書も出版しなか

った。文化大革命の後半,すなわち 1972 年の日中国交正常化以降に出版された教科書は,

『年鑑』によれば,1977年までに 24冊ある。そのうち,上海复旦大学日本語教研組の編



集により 1973年に上海人民出版社の出版した『日語』と,北京第二外国語学院日本語广

播講座組が編纂し,吉林人民出版社の出版した『日語』を選定した。 

 

 (C)1978－1990 年発行の教科書の選定 

1978 年以降,さまざまな教育目的に対応した日本語教育が実施されている。また,日

本語教科書の出版権が大学や民間企業に譲られた。これを背景として,本稿では 1964年

に中国政府により設立された高等学校の日本語学科,および外国語専門学校の出版した

日本語教科書を選定の範囲とする。選定した教科書は次のものである。 

① 复旦大学が 1978年に上海訳文出版社から出版した『日語』 

② 北京第二言語学院が 1978 年に北京出版社から出版した『日語』五分冊 

③ 北京第二言語学院が 1982年に北京出版社から出版した 『総合現代日語』二分冊 

④ 大連外国語学院日語系と中央电视台电视教育部が共同で 1984 年に广播出版社か

ら出版した 『学日語』 

⑤ 大連外国語学院が 1987年に遼寧人民出版社から出版した『新編日語教程』四分冊 

これら 5種類,全 13冊を展開期の教科書として選定した。 

 

3.2 日本「文化」の捉え方 

3.2.1 導入期の日本語教科書に見られる日本「文化」 

 本節では,日中国交正常化以前の高等教育において使用された教科書に焦点を当てる。

まず, 選定した教科書で日本の社会や文化がどのようにあらわれているかを検討する。

続いて,この時期の日本語教科書にあらわれている「文化」がどのような視点から捉え

られているかを考察する。 

導入期に使われた教科書には,商務印書館の出版した『大学一年級日語課文』 (1959) 

と『日語』 （1964） の 2冊がある。北京大学の教師が共同で教科書の編集に参加した

ため,その 2 冊の教科書の著者名は北京大学東方言語系日語教研室と表記されている。



当時,北京大学は中国の日本語教育を一括管理していたため,日本語教育に使用されて

いた教科書は北京大学東方言語系日語教研究室によって統一的に編集されていた。考察

対象として選定した 2 冊は则級教科書であり,则級文法の内容が特別な頄目で扱われて

いる。想定されている教授法は 2 冊とも文法訳読法であった。そのため,音声指導より

文字の教育に重点が置かれている。 

各課に日常生活の具体的素材や会話文は見られず,各課の本文は则級者に適切で簡単

な例文とは言い難く,説明文で構成されている。则級レベルの学習者にとって,そこに使

用されている複雑な文章の意味を理解し,学習するのは難しいと考えられる。 

そこで,教科書の中でどのような教育方針の下に説明文が提示され,また説明文の中

にどのような日本「文化」が含まれるかを,2冊の教科書より,その本文の内容の考察を

通じて解明したい。 

 

3.2.1.1  『大学一年級日語課文』 (1959) 

この教科書の著者は日本語教育部門名を代表として,北京大学東方言語系日語教研室

と表記されている。出版社は商務印書館である。教育対象は北京大学東方語系に在学す

る日本語専攻の则級学習者である。 

全体の構成を見ると,第一部 (pp.7‐127) は平仮名や動詞や助詞の使い方について

など,言語構造に関する内容である。第二部 （pp.142-338） は本文,語彙,文法からな

る。第二部では最则の 3 課が片仮名で表記され,4 課－17 課が漢字仮名混じり文による

説明文となっている。本文には 17の話題が挙げられ,その中に日本「文化」に関する話

題が四つ見られる。そこで,日本「文化」はどのように提示されているだろうか。 

登場人物を見ると,日本社会の代表人物は,貧乏な農民である山口さん,岡田さん (4

課) や,社会主義者であり,マルクス主義者である片山潜(9課)である。なぜこのような

人物が選ばれるのか,何か特別な意図があるのではないかという疑問は,中国側の登場

人物と比較すれば,明瞭に理解できる。 



日本の登場人物として,資本主義の社会制度の下で苦しい生活を送っている階層の低

い人や,資本主義制度に反対し,マルクス思想を支持する有名な片山潜が挙げられてい

る。これに対して,中国の登場人物は,社会主義国家の建設のために懸命に働く労働者で

あり,精神的に堅固で,将来にわたり社会に貢献できる人々である。両国とも,労働者が

挙げられているが,彼らは異なる社会制度に置かれており,資本主義制度の日本社会に

おいて豊かな生活の送れない日本人労働者と,社会主義社会の建設のため積極的な努力

をする中国の労働者を較べると,生活状況や精神状況が対照的である。登場する日本人

が資本主義の問題点を指摘することから,これは社会主義政治制度の合理性を高揚する

ためであると考えられる。 

なかでも片山潜という資本主義に反対する日本人を登場させていることは注目に値

する。片山潜は日本の資本主義に関する事例を提示しており,日本人の中に資本主義制

度の問題点を意識する人が存在するというイメージが与えられる。当時の中国社会は社

会主義政治制度の合理性を高揚する方針を策定していたことから,中国社会にとって資

本主義制度は受容できないと考えさせ,資本主義社会で生活する人は苦しいというイメ

ージを与えようと考えたのだ。 

視覚的情報は,導入期の日本語教科書にほとんど見られない。写真や絵といった視覚

的情報は,学習内容を理解させるのに基本的情報と一般的に想定されているが,この教

科書を見る限り,視覚的情報により文化理解を促すという配慮はなく,教育内容は全て

文字で表されている。1950 年代の教科書編纂において視覚的情報の提示は重視されて

いない。 

教科書の中で,日本に関する話題に 4 課があてられ,それに対して中国に関する話題

には 10 課が割かれている。情報量を見ると,日本「文化」を提示するよりも,中国「文

化」の情報が圧倒的に多い。質 （内容） の面では,どのような日本「文化」が提示さ

れたのだろうか。以下に本文の例文を示す。 

 



4課 岡田さん  

（前略） 「岡田さんは二十五歳の青年労働者です。もとは貧しい農民の子でした。

（中略）岡田さんは毎日十時間も十二時間も働きました。けれども,すずめの涙ほ

どの給料しかもらいませんでした。 （中略） 岡田さんはここにきてもう十年にな

ります。今年二十五ですが，まだ結婚もできません。岡田さんはこれを貧乏人の運

命だと諦めていました。しかし，ほかの労働者はアメリカ帝国主義と国内の独占資

本家が労働者を搾取し，圧迫しているからだと考えています。みんなは団結して資

本家や支配階級と戦っています。岡田さんもだんだんこの紛争に参加するようにな

りました。」 （北京大学東方語系日語教研室, 1959, pp.169-170） 

  

 日本は資本主義制度にあるため,低階層の農民たちは貧乏な生活が続いている。この

ように貧乏な生活を一生変えられない原因は,支配階級が存在しているためである。こ

のように貧乏な労働者にとって,労働者同士が団結して支配階級と戦い,労働者の利益

を勝ち取る必要がある。日本の農民たちは,資本家や支配階級の支配の下で,平等で豊か

な生活を実現することができないため,このような理想な生活に憧れている,と考えら

れる。本文では「支配階級と戦う」という表現が使われ,平等で豊かな生活が送れる社

会主義社会を目指していることが暗示されている。提示された日本「文化」は,当時の

中国の社会主義政治制度に適う特定の人を登場人物に選び,中国の社会的文脈にあって

も受容できる側面に限定している。 

 

17 課 米騒動  

「政府がシベリア出兵を宣言したまさにそのとき,かねて恐れられていた米騒動の

大波は,すでに動き始めていた。6 月から 7月にかけて,賃上げ要求の労働争議が各

地に起こり,大阪や京都では,刑務所の看守とか裁判所の廷丁のような,権力の爪牙

にさえ動揺が生じた。7 月 3 日,東京では警官を二,五九九人,実は四割以上の大増



員を行った。これをみても当時の民衆の動揺のほどを知ることができる。」 （北京

大学東方語系日語教研室, 1959, p.353） 

 

（前略）「米騒動は,日本の労働運動に力強い刺激を与え，これを広汎な革命的軌道

の上においた。米騒動は日本資本主義の危機の産物であり，またその全般的な体制

的な危機の始まりであった。」 （同上, p.361） 

 

17 課の内容を見ると,資本主義の支配によって日本社会は安定せず,支配階級と被支

配階級の間に大きな格差がある。米騒動の発生は,資本主義政治の支配に起因している。

すなわち日本社会で問題となるのは,資本主義の政治制度である。提示された日本「文

化」は日本の社会問題に反映される資本社会の政治制度の問題点である。このような捉

え方は,中国政府にとって受容できない日本社会の一部分を問題点とみなす傾向を示し

ている。 

以上から,日本「文化」は資本社会の政治制度の問題に焦点が当てられたもので,中国

政府にとって日本社会の受容できない問題を明らかにしている。 

 

3.2.1.2  『日語』 (1964) 

この教科書の著者は日本語教育部門を代表として,北京大学東方言語系日語教研室と

表記されている。対象は,北京大学東方語系に在学する日本語専攻の则級学習者である。

全体を見ると,1 課-6 課 (pp.21-60) は平仮名から日本語の基礎語彙や文などの言語構

造を扱い,7 課-14 課 (pp.67-141) は特定の話題をめぐって,語彙,文法頄目,本文,練習

問題から構成されている。内容をみると,全体には 14 の話題があり,そのうち日本「文

化」に関する話題は一つに過ぎない。日本「文化」についてどのように提示されている

のだろうか。 

登場人物をみてみよう。14課は日本の「七五三」を祝う場面であり,日本人の男の子



樹さんと樹さんのお父さん,そしておじいさんの三人が登場している。それ以外に,平均

的日本人は取り上げられていない。1959 年の教科書と比較すると,1964年の教科書は日

本「文化」の話題をほとんど取り上げておらず,日本人はあまり現れない。 

それに対して,中国人として頻繁に現れる人は, 階層の低い労働者である。労働者と

は,当時の中国社会において高く評価されていた。このような捉え方は,日本語教育を通

して日本「文化」を重視せずに,当時の中国社会の主流文化がより強調されていたこと

を明らかにしている。すなわち,日本語教育を通して自国文化の認識を強調しているこ

とが読み取れるのだ。 

この教科書は写真や絵のような視覚的情報を提示せずに，教科書は全て文字情報によ

って表されている。外国語の则級者にとっては,文字情報より視覚情報の方が「文化」

を理解しやすいが,このような教育上の配慮は導入期の教科書に反映されていない。 

本文の中で,日本社会に関する話題は二つの課に認められるが,それに対して中国に

関する内容は五つの課で取り上げられる。情報量を見ると,日本社会に関する情報は中

国社会のそれよりも尐ない。言い換えればこの日本語教科書は中国社会に関する認識を

強化するものであり,日本「文化」の伝達はあまり重視されていない。ではこのような

日本「文化」に関するわずかな話題を通して,どのような内容が提示されているのだろ

うか。以下はその二例である。 

 

14課 こいのぼり 

（前略） 「吉村の樹さんも大きくなったものですから,おじさんの新しいおうちでは,

庭にのぼり竿を立てまして,男の子のお節句を祝いました。（中略）五月の風が吹い

てくるたびに,鯉は父さんたちの頭の上で,はたはた,はたはたとうれしそうな音を

させました。風よ,吹け,吹け。風もそういわれて鯉のからだの内を通り抜けて行き

ました。」 （北京大学東方語系日語教研室,1964, pp.146-147） 

 



14課は日本の伝統的なお祝いの中から「端午の節句」を取り上げ,これを日本の風俗

文化として紹介している。提示されたこのような例文を通じて,伝統的な日本社会の伝

えるお祝いを理解することができる。すなわち,当時の日本「文化」として捉えられた

のは,日本の習俗だったのである。日本「文化」は日本社会の他の側面に触れず,日本の

社会文化の一部を取り上げるに過ぎない。 

 

10課 日本語の勉強 

（前略） 「先生は日本語の発音・文法・解釈などを教えてくださるほか,字引の引き

方や新聞の読み方も教えてくださいます。先生がいつも熱心にていねいに教えてく

ださるので,私たちの日本語はどんどん進歩します。しかし,日本語は単語の数が多

く,文法も複雑ですから,はやく上手になろうと思うなら,うんと努力しなければな

りません。 （中略） わたしたちは中日両国人民の友好と経済・文化交流の働き手

となるために, 日本語の勉強に全力をつくす決心です。」 （北京大学東方語系日語

教研室, 1964, p.106） 

 

10課は具体的な日本語教育の内容を紹介し,中国人の受けた日本語教育がどのような

ものであるか,何らかのイメージを与えている。また中国人にとっての日本語教育は言

語の機能的トレーニングだけではなく,特別な政治的意義を含んでいる。10課は日本語

学習者を「中日両国人民の友好と経済・文化交流の働き手」と位置づけ,自国の国際的

地位を高めるため,世界各国と友好関係を持つことを示している。このような内容は直

接に日本「文化」を紹介するものではないが, 日本語が日中両国の交流に必要な道具で

あることを暗示的に強調している。 

以上の二例は日本の習俗および,日本社会と接触するために道具である日本語関する

もので,現代の日本社会には一切触れていない。当時の中国の社会的文脈を考えると,

資本主義制度に従う日本は中国の社会制度と対立するため,日本「文化」の内容を選択



するにあたり,中国社会の受容できない部分を取り除き,政治制度と関連のない伝統文

化や日本語教育という話題を選定したのではないかと考えられる。 

また,この教科書は,当時の中国の国内事情の紹介に多くの紙幅を費やしている。そこ

で日本社会に関する「文化」と比較するため,中国社会に関する具体例を提示する。 

 

7課 紡績工場の労働者について 

（前略） 「（中国の） 労働者たちの生産意欲は非常に高い。生産性は絶えず向上

し，製品の質も日に日に高まる。労働者は生産に従事するばかりでなく,文化学習

や政治学習にも参加する。そして,週末になると,劇・映画などの娯楽活動がある。

新中国の労働者は本当に幸福である。」 （北京大学東方語系日語教研室, 1964, p.78） 

 

11 課 北京について 

「北京は我が中華人民共和国の首都である。ここは八百年の歴史を持つ古い都であ

り,また,世界でもっとも美しい都市の一つでもある。 (中略) 北京市民の精神の姿

である。彼らは党と政府の指導の下に，絶えず自覚を高め，社会主義建設の中で無

限の積極性と創造性を発揮して大きな成果を収めている。」 （同上, pp.117-118） 

 

 以上見たように日本「文化」を取り上げるにあたっても,この教科書は伝統的側面

を捉えるにとどまり,現代の日本社会を提示しない。それと較べて中国社会に関しては,

社会主義国家建設のための中国人の努力を強調している。ここでの両国の「文化」には

全く関連がない。当時の日本社会を反映する内容を日本「文化」として提示しなかった

のは,中国政府が日本の資本主義制度に賛同していないためだろう。そのため,現代の日

本社会に関する内容を避けられたと考えられる。 

 

3.2.1.3  導入期における日本「文化」の特徴 



 北京大学東方語系日語教研室の出版した『大学一年級日語課文』と『日語』の 2冊の

教科書は,中国の「文化」に関する情報を日本に関するそれよりも圧倒的に多く伝える

ため,日本の「文化」は重視されていない。1959 年の教科書は,日本「文化」における

資本主義制度の問題点に注目するが,これは中国の社会主義制度の正当性を強調するた

めであると考えられる。また,1964 年の教科書は,日本の「文化」を部分的にすら取り

上げることもなく, 中国の国際的地位を高めるために中国と関連のある言語(日本語)

学習や伝統的な習俗を取り上げるにとどめた。すなわち,教科書の中での日本「文化」

は中国政府の管理方針に従った結果と考えられる。 

 

3.2.2  停滞期の日本語教科書に見られる日本「文化」 

次に,文化大革命の影響により日本語教育が停滞した時期において,高等教育に使用

された日本語教科書を取り上げる。そこでの日本「文化」は,どのような視点から捉え

られていたかを考察し,また日本「文化」がどのように制限されていたかを検討する。 

日本語教育の停滞期に使われた教科書の中で，1973 年に复旦大学日語教研究組によ

り出版された『日語』と，1976 年に北京第二外国語学院日本語广播講座により出版さ

れた『日語』の二冊を取り上げたい。文化大革命则期に教科書はほとんど出版されてい

なかったため,本稿で考察する資料は 1972 年日中国交正常化以降,中国社会の「工農兵」

向けの日本語教育に使用された教科書である。 

2冊とも,文法訳読方式の教授法を採用している。また,教科書は,会話,本文,語彙,文

法説明,練習問題の四部から構成されている。1973 年の『日語』の本文では,簡単な例

文の提示にとどまり,1977 年の『日語』の本文でも文法頄目に沿った簡単な例文が示さ

れるのみであった。 

次節では具体的にそれぞれの教科書内容を分析する。 

 

3.2.2.1  『日語』 (1973) 



この教科書は上海にある复旦大学の日語教研究組の教師が共同で編纂したものであ

る。著者名は复旦大学日語教研研究組と表記されている。教育対象は「工農兵」の则級

学習者である。全体の構成を見ると,前半は 1 課-3 課 （pp.1-18） が平仮名と片仮名

の綴り練習,発音練習,語彙,本文で構成され,後半は 4課-8課 (pp.25-51) が文型,本文,

発音指導,日常の言葉遣い,練習によって構成されている。全体の内容は基礎的な日本語

の機能面が重視され,提示された本文には簡単な文が多く見られる。 

  登場人物に日本人は見られないが,中国人と外国人とを区別するにあたり,外国人に

対して「外国の友人」という表現を使用している。また,日本人が登場しない一方で,

中国側の登場人物として労働者と毛沢東がみられる。当時の中国社会の人物以外を取り

上げない理由には,当時の中国が社会主義政治制度を強調するため教科書の内容を制限

しているためと考えられる。日本の政治制度は中国側の支持する社会主義と対立するも

ので,中国社会に資本主義思想を浸透させないために,日本社会の人物を登場させなか

ったと考えられる。 

視覚情報としても,日本社会に関連するものは見られない。それに対してイラストは

中国社会を舞台にするもので,空港で外国の友人たちを情熱的に歓迎する様子（6課） を

提示し,世界各国に対する友好的な態度を示している。 

本文を見ると,停滞期の日本語教科書に視覚情報は無く,则級者向けの簡単な例文が

主な内容である。日本「文化」を反映する内容は見られず,ほとんどの内容は中国社会

に関するものである。その中で「外国の友人」に関する例文は次のようである。 

 

６課  

（前略） 「あの人たちは外国の友人ですか。」 

「はい,そうです。」 （复旦大学日語教研究組, 1973, p.31） 

 

  この例文は「・・・は・・・ですか。」という文法頄目を学習するための例文であ



る。このようにこの時代の日本語教育は日本社会に関わる内容を提示せず,日本語教育

を通じて日本「文化」に対するイメージを形成させようとの教育的配慮は見られない。

ただし，外国に対する友好的態度を表すために，外国人を「外国の友人」とする表現が

使われている。全体の内容を通して,日本「文化」として認められる文言はない。 

このように日本語教育を日本「文化」と切り離す現象は,当時の中国社会での特殊な

状況,すなわち文化大革命と深く関連している。日本語教育における文化や思想を通じ

て, 日本発の資本主義思想は中国の社会主義思想を脅かす恐れがあるため,日本語教育

において日本語と日本文化を切り離し,日本語のみを教育内容としたのだろう。その

後,1972年の日中国交正常化以降,日本社会との交流を目的として,日本語のできる人材

の育成が求められることになる。 

 

3.2.2.2  『日語』 (1976) 

この教科書は,北京にある北京第二外国語学院の教師が共同で執筆したものである。

著者は北京第二外国語学院日本語广播講座組と表記されている。教科書は中国吉林省の

吉林人民出版社から刊行され,対象は北京第二外国語学院に在学する日本語専攻の学生

である。 

全体の構成を見ると,文法指導の内容が多く見られ,各課は本文と文法と二つの部分

から構成され,基礎的な日本語文法の知識を習得させるため,各課の文法に関連する例

文が多く見られる。 

登場人物を見ると,具体的な日本人の登場はなく,10 課には「日本人」という一般的

な名称が見られる。日本人に関しては,中国人と並んで次のように評価されている。 

 

10課  

「中国人民は勤勉な人民です。日本人民も勤勉な人民です。」 （北京第二外国語学院

日語广播講座, 1976, p.118） 



 

日中関係からみると,1972 年の日中国交正常化以降,中国政府は日本に対する友好を

示すようになった。そのため,日本人を一般化し,中国人と同様に勤勉な国民と評価した

のだろう。これは当時の中国の対外政策のあらわれとも言える。 

日本社会に関する視覚情報は,日本地図のみが取り入れられている （p.92）。それ以

外は,すべて中国社会を舞台とするもので,中国人の日常生活に関わるイラストだけが

ある。つまり資本主義の価値観や社会環境は喚起されず,日本に関する地理のみが取り

上げている。これは,文化大革命の影響により,日本社会に関する情報が制限されたため

と考えられる。 

各課の本文は簡単な例文で構成されている。これらの例文は,各課の文法頄目を学習

するために提示した簡単な文であり,深い意味はない。したがって, 本文の簡単な例文

から日本「文化」を捉えることは難しい。 

 

3.2.2.3 停滞期における日本「文化」の特徴 

 停滞期の教科書は,则級の日本語学習者への文法学習を目的としたため,日本「文化」

に関する内容はあまり見られない。教科書の例文として,日本人に対する「外国の友人」

と「勤勉な人民」という表現が二箇所見られるのみで,日本人を一面的に捉えている。

また,教育目標かに反して,日本語教育を通じた資本主義思想が中国の社会主義社会を

脅かすことから,日本語と日本「文化」を切り離し,日本語の言語的知識のみを提示する

傾向にある。そしてそれほど難しい内容を提示せず,簡単な例文にとどまっている。中

国社会は日本「文化」の受容ができないと考えたため,それをほとんど取り上げられて

いないのである。 

 

3.2.3  展開期の日本語教科書に見られる日本「文化」 

文化大革命の終了に伴い,中国の社会環境,特に教育環境は大きく変わった。その流れ



に応じて日本語学習はブームとなった。日本語教育は高等教育だけではなく,専門外国

語学校における技能教育や民間企業における社員研修などでも行われた。日本語教育に

使用された教科書は,それぞれの教育機関の教育目標に応じて編集されることなり,日

本語教科書のバラエティは多い。本節では展開期の日本語教育の中で,日本社会の「文

化」がどのように現れているのかを検討し,また,この時期の日本語教科書に現れる「文

化」に対する視点を考察する。 

展開期に使われた教科書として，大学 (3校) や総合大学と同じレベルの外国語専門

学校（2校） の出版した①『日語』 (1978),②『日語』 (1978－1980),③『総合現代

日語』 (1982),④『学日語』 (1984),⑤『新編日語教程』 (1987)を取り上げたい。 

五種類の教科書は则級者向け総合日本語教科書であり,日本の協力者を含め，多数の

人々により共同で執筆された。教授法としては,オーディオリンガル・メソッド 

(Audio-lingual Method) とコミュ二カティブ・アプローチ (Communicative Approach) 

が想定されている。一部の教科書では会話文の応用を取り入れ,母語話者に近い言葉遣

いを提示している。一方,社会文化の面に関しては,さまざまな視点から日本社会の「文

化」を捉えている。例えば,日本の社会問題や外国人留学生の日本での生活などが取り

上げられている。また,文化は個々人の体験を通して展開されている。 

そこで具体的に各教科書の内容を分析し,考察してみよう。 

 

3.2.3.1  『日語』 （1978） 

この教科書は上海にある复旦大学の教師が共同で編纂したもので,著者は复旦大学日

語教研組と表記されている。この教科書は中国上海译文出版社から刊行された。対象は,

以前のような日本語を専攻する学習者ではなく,日本語を外国語として学ぶ则級の日本

語学習者である。 

全体の構成を見ると,前半 1課-11課 (pp.5-55) は,平仮名,片仮名および日本語の発

音に関する基礎知識によって構成され,後半 12 課-25 課 (pp.60-156) は各課につき一



つの話題を中心に構成されている。 

この教科書は停滞期の教科書と同様に,日本人が登場しない。登場人物としては,中国

人の無産階級である労働者と中国共産党のリーダーの毛沢東が取り上げられている。こ

のような現象が展開期にも現れるのは,1978年の教科書にはまだ文化大革命の影響が残

っており,日本語と日本社会の「文化」を切り離し,日本語を通じて日本の「文化」では

なく,中国の「文化」を教育するためと考えられる。 

視覚的情報としては,日本に関する情報は見られず,21 課では仲の良い中国と日本の

若者たちが登場する。それに対して,中国社会に関して 12 課で上海の街や 18 課では天

安門広場の風景が,また 14課では「労農兵」像が現れている。これらのイラストを見る

と,視覚的情報について日中の友好関係に焦点を当てているが,日本社会の他の方面に

関しては取り上げられていない。これは,文化大革命と日中国交正常化の影響の下での

日本「文化」の捉え方のあらわれである。 

各課の本文は,日本社会に関する内容を取り上げないが,日中関係について,次のよう

な例文がある。 

 

21 課  

「揚子江は大きい川です。富士山は美しいです。中日両国人民の団結の力は大きい

です。中日両国人民の友情は美しいです。」 （复旦大学日語教研究組, 1978, p.123） 

 

1978年の教科書の内容を分析すると,停滞期の教科書に類似した観点から「文化」が

捉えられていることがわかる。中国政府を尊重するため,日本の社会文化に関しては両

国の友好関係のみが取り上げられ,当時の日本社会に関する情報はほとんど取り上げら

れていない。これは,当時の中国社会が日本「文化」を受容できないため,日中関係のみ

を中国社会の受容できるものと判断したためだろう。 

 



3.2.3.2  『日語』 (1978-1980 年) 

この教科書は,北京にある北京第二外国語学院の教師が共同で編纂したものである。

著者名は北京第二外国語学院日本語广播講座と表記されている。この教科書は中国の北

京出版社から刊行され,対象は北京第二外国語学院に在学する则級の学習者である。 

この教科書は全部で五冊であり,全体の構成を見ると,第一巻は基礎的な日本語の知

識を学習するための平仮名,片仮名および日本語の発音に関する基礎的知識が認められ

る。第二巻-第五巻では,各課は一つの話題を中心にして構成されている。 

日本人の登場人物としては,日常生活で出会うような日本人や日本家族が描かれてい

る。登場した日本人はさまざまな生活背景を持っており,それらの日本人を通して日本

社会を理解することが可能である。 

しかし, 日本社会に関する視覚情報は提示されず,各課で提示した新しい単語の補足

としてイラストが提示されるだけである。これは,日本語の単語の意味をはっきりと理

解するためのものであり,当時の教科書はまだイラストと文化を結びついていない。 

本文は,日本社会に関する基礎知識を 6 箇所で取り上げている。第三巻 9 課は古都の

京都と,現在の首都である東京を取り上げている。第五巻 2課は日本の春を紹介し,島国

である日本の気候に言及する。日常生活の場面として,第四巻 3課では病気見舞と,第四

巻 8課では贈り物を挙げている。日本社会に関しては内容には次のような例が挙げられ

ている。 

 

第 3巻 9 課 東京と京都 

「東京は,日本の政治の中心であるはかりでなく,経済,文化,交通などほとんど全て

の面の中心でもあります。 （中略） 京都は長い歴史を持った古い都です。周りに

は山があり,全体が落ち着いていて,とても美しい町です。（中略）1974 年 5 月,京都

は中国の西安と友好都市になりました。東京と京都の関係は中国では北京と西安の

関係によく似ています。」 （北京第二外国語学院日語广播講座組, 1980, pp.123-124） 



 

第 5巻 2 課 日本の春 

「  王：桜の満開時になれば,日本の方は一家そろって「花見」に出かけるというこ

とを伺っておりますが。 

山田：ええ,そうです。桜の名所は見ごろともなれば,花見の人でにぎわいます。昔

は花の下で弁当をひろげて静かに花を楽しんだものでしたが,今では木が切

られたり枯れたりして,名所が尐なくなったところへ人がどっと押しかける

ものですから,そういう雰囲気もなくなりましたね。」 （同上, 1980, p.23） 

 

このように日本「文化」について,客観的な立場からの日本社会の記述があり,中国人

と日本人による日本の自然風景に関する会話が提示されている。1980 年に出版された

第四巻と第五巻では,日本「文化」に対する政治思想的制約が取り払われ,日本「文化」

は個人的な視点に基づき多様な方面から捉えられるようになった。また,提示された内

容には日中両国の関係について次のような記述が見られる。 

 

第五巻 4課 歴史研究  

（前略） 「私はこの間奈良へ旅行し,古代において中国と日本がどんなに深い関係を

持っていたかということが,よくわかりました。法隆寺,東大寺など…」 （同上, 1980, 

p.74） 

 

日中の友好関係に関して,両国の文化交流の歴史を遡り,中国の仏教文化が日本文化

へ影響を及ぼしたことを取り上げている。この教科書で提示された日本「文化」とは,

以前のように社会政治の側面から捉えたものではなく,多様な側面から捉えたものであ

る。ここから当時の中国社会が日本「文化」についてその対象を尐しずつ広げ,日本社

会を多様な視点から捉えることがわかる。また停滞期の教科書と比べて,日本「文化」



の捉え方に中国社会政治の影響が次第に尐なくなってきた。 

 

3.2.3.3  『総合現代日語』 (1982) 

 この教科書は,日本で出版された『Integrated spoken Japanese Ⅰ』を元に,複数の

著者が共同で編集した中級者向け教材である。北京第二外国語学院教授の卢友络 (盧友

絡) 氏が編集の代表者であり,北京出版社から刊行されている。想定する学習者はある

程度日本語のできる日本語専攻の学習者や,一般教養として日本語を学ぶ中級レベルの

学習者である。この教科書は二冊から構成されている。 

第一巻と第二巻は同じ構成で,全体を見ると,各課は本文,会話文,語彙解釈,応用会話

文と四つの部分から構成されている。教育書の内容としては現代の日本社会の中心的話

題が取り挙げられ, 各課はそれをめぐって展開される。 

この教科書の登場人物は日本人だけであり,学校の教員やサラリーマンの中村さんな

ど,さまざまな職業の人々が登場している。こうした多様な分野の登場人物を通して,

日本社会の全体像を理解することができると考えられる。 

 この教科書に視覚的情報は見られない。各課は日本社会に関する会話文と説明文から

構成され,各課の話題は互いに関連することなく,それぞれ独立している。日本社会に関

する話題は 12課すべてにわたって見られる。 

  

1課 恩師 

（前略） 「最近,大学が世にあふれ,マス・プロ教育の害が大きな問題になっている。

ある大学に通っていた友人の話によると,自分の先生の顔も知らずに単位を取って

しまったなどという人もあるそうだ。このように教師と学生との関係が希薄になっ

ている現在,恩師と考えることのできる人を持つ私はなんと幸福な人間であろうか。

『恩師』ということばが,教師と学生との間の封建的関係を意味するといって嫌う人

もいるそうだが,それよりも,教師と学生との関係の希薄化のほうが,現在の日本の



大学教育の持つ大きな問題ではあるまいか。」    （卢, 1982, p.1） 

 

4課 テレビの功罪 

「ここ十年来,テレビの普及率は高まる一方で,現在では二千三百万台という膨大な

数に達したという。一方トランジスターラジオが実用化されて依頼,ラジオの数も増

え続け,ながら族という人種さえ現れた。中にはラジオを聞き,テレビを見ながら宿

題もするというまるで聖徳太子のような子供さえいるという。」 （同上, p.167） 

 

8課 中村さん 

「中村さんは,ある会社の社員で,この会社に入ったのは,数年前の好景気の頃だっ

た。入社して以来,決して会社を休んだことがない。（中略） 最近,不景気になって

異変が起こってきた。経営者たちが,終身雇用制度と年功序列制度というものに疑問

を持ち始めたのである。中村さんの生活も平和ではなくなり始めた。」 （同上

pp.432-433） 

 

 これらの例文をみると,日本「文化」として提示されている内容は,大学生活や技術の

発展,日本の会社文化など,現代日本の社会問題に集中していることが分かる。それらの

社会問題は資本主義の側面に限定されず,多様な視点から捉えられている。すなわち,

当時の日本「文化」の選択基準に対する日中両国の政治的配慮は薄くなり,多方面に広

がるようになった。提示された日本「文化」は,より現実の日本社会を再現するものと

考えられる。 

 

3.2.3.4  『学日語』 (1984) 

この教科書は大連外国語学院と中央電視台電視教育部が 1984 年に共同で出版したも

ので,多数のメンバーが参加しているため,著者名は,「大連外国語学院日語系」となっ



ており,广播出版社から刊行された。 

教科書は対話文の形式で構成され,内容は主人公の王振華さん （以下王さん） の日

本での留学生活をめぐるものである。 

日本側の登場人物は,ホームステイ先の家族と学校の先生,田中さん一家などのよう

な王さんと関わる人々である。日本の社会文化に対する背景知識のない王さんが実際の

日本社会で生活する日本人とさまざまな場面で接触する。これにより提示される日本

「文化」は,現実に誓い日本社会を再現すると考えられる。登場人物の代表者である王

さんと,日本社会での生活体験のほとんどない中国の日本語学習者との間に共通点があ

るため,王さんの体験を通して,新たな環境で直面するであろう問題を学習者は理解す

ることになる。 

視覚的情報として,日本での留学生活を反映する写真が多く見られる。これは,日本へ

行ったことのない学習者にとって,日本の現代社会を理解する上で役立つと考えられる。

現代の日本社会の写真を提示することで,教科書に提示される日本「文化」をより現実

に近い実際の日本社会文化として反映することができるのだ。 

教科書の本文は書き言葉を使わずに,全て会話文で構成されている。内容は王さんの

日本での留学生活に関するもので,実際のコミュニケーション場面に使われる口頭表現

が多く見られる。王さんの留学生活をめぐりさまざまな話題が具体的に展開される。多

くの対話文が提示される理由は,対話の場面で使用される定型文などの言語表現に加え

て,日本語に特有のコミュニケーション機能をも含むためと考えられる。 

会話例は具体的に次のように展開される。 

 

6課 東京 

「太郎：さあ,王さん,東京ですよ。 

王： そうですか。りっぱですね。 あ,あれは 何ですか。 

智子： あれは東京タワーです。 



王：東京たわあ？ 

智子：テレビ塔です。 

王：はあ,そうですか。あの建物はアパートですか。 

智子：いいえ,違います。あの建物はホテルです。 

王：あの建物はホテルですか。 

智子：いいえ,違います。あの建物は新聞社です。 

太郎：王さん,ここが東京の都心ですよ。 

王：としん？ 

智子：ええ。東京の中心です。」  

（大連外国語学院日語系& 中央电视台电视教育部编, 1984, p.111） 

 

教科書の対話文は,王さんの個人的な体験に基づく日常生活のコミュニケーションの

場面を示している。そのため,王さんの日本社会に対する認識として現れる。ここでの

王さんは学習者の代わりを務めていると考えられる。6 課では,日本社会という新しい

環境に置かれた王さんに聞く能力が足りないため,東京タワーという単語のうまく聞き

取れない場面があげられている。このような内容は,日本の社会環境に置かれた中国人

の日本「文化」体験と考えられる。異なる文化背景を持つ中国人と日本人のコミュニケ

ーションを通して,日中の文化の違いに気づかせるのである。 

 

3.2.3.5  『新編日語教程』 (1987) 

この教科書は,東京大学の編集した『日本語』を元に作り上げられたもので,教科書は

中国人日本語学習者の特徴を考慮に入れている。著者は劉和民を編集グループのリーダ

ーとして,蔡全勝，白小京，宋継慶，連淑珍の５人の中国人メンバーであり,中国の遼寧

人民出版社と遼寧科学技術出版社が共同で出版し,二社の名前が並記されている。 

この教科書は 5巻から構成されている。第一巻は日本語入門で文字と発音しか扱って



いないため,本稿では取り扱わない。考察の対象は第 2 巻から第 5 巻までである。学習

者としては则級者が想定されており,教室では教科書とビデオが使用される。各課は,

本文,語彙,注釈,文法,練習などから構成されている。 

登場人物を見ると,外国人留学生が日本で出会った日本人学生と,日本語の先生が挙

げられる。また以前と同様中国人留学生が登場する。この教科書では,中国人に加えて

異なる国籍の留学生が登場する。これらの登場人物によって,日本社会に共存する多数

の文化というイメージが生み出される。 

視覚的情報についてみると,この教科書はビデオと併せて使われるため,教科書の中

に具体的な視覚情報は見られない。視覚的情報はビデオを通じて伝達されるが,本稿で

は視聴覚媒体を取り扱わない。 

本文において日本「文化」は,主に二つの視点から取り上げられている。一つは,三巻

を通じて 21 箇所に現れる留学生活であり,もう一つは日本社会の背景知識に関する内

容で,これは１箇所で取り上げられている。全体を見ると,外国人ならびに,第三者の立

場から日本社会が捉えられている。そこで日本「文化」に関する具体例を検討したい。 

 

第三巻 9課 ある留学生の日記から 

「7月 15日 くもり時々小雤 

（前略） 工場では月に三万七千台の乗用車を生産しているが,広い組み立て工場には

人が数人いるだけで,実際に車体の組み立てを行っているのは,いわゆる産業用ロボ

ットだ。ロボットの動きにみな驚きの声をあげた。これまで百人の工員を必要とし

た仕事を,わずか十数台のロボットがやってしまうとのことだ。コンピューターによ

る生産技術は,これからますます進歩することだろう。」 （劉, 1987, p.178） 

 

「11 月 15 日金曜日 晴れ 

めっきり寒くなった。けさ温度計を見たら十度だった。いよいよ冬も間近である。今



日は,『七五三』なので明治神宮へ写真をとりに行った。『七五三』は,子供の成長を

祝って神社にお参りする伝統的な行事である。（中略）子供たちは神前に行儀よくな

らんでおじぎをしていた。帰り道では,さむくなったのだろうか。親に抱かれている

子供
ママ

ずいぶん見かけた。」 （同上, p.179） 

第四巻 8課 季節風と日本人 

（前略） 「日本は冬になると,北西からの冷たい風にさらされ,また夏が来ると,太平

洋から大陸の方へ流れ込む風を受けることになります。このような風の動きを季節風

といっています。（中略）それが直接に,また間接に日本人の生活や風俗のうえに,また,

心の底に及ぼしている影響も尐なくありません。」 （同上, p.257） 

 

これらの例文は,第三巻 9 課のように日本社会を舞台として,産業の発展や伝統的な

行事などを日本「文化」として語るものである。これは,留学生の個人的体験として記

述されている。日本の社会文化に関して,以前のように特定の側面を中心に捉えるもの

ではなく,個人的な関心から「文化」を捉える傾向がここに見られる。このような捉え

方は,留学生の自国文化を背景とした,日本の社会文化に対する新たな文化認識といえ

るだろう。つまり,この教科書では異文化体験をもつ外国人の文化認識に注目するよう

になったのである。 

一方,ここでの「文化」は,以前のように中国人としてではなく,外国人という立場か

らみた日本社会に関する知識や情報としてあらわれている。第四巻 8課に見られるよう

に,教科書編集者は学習者が日本語の学習を通じ,日本社会に関する知識や情報と接触

することを想定している。日本語教育においてここでの「文化」は言語と同列に捉えら

れ, 教育内容として明示的に提示されているのである。 

 

3.2.3.6  展開期における日本「文化」の特徴 

1980 年以前の展開期に出版された教科書は,停滞期の社会的要因の影響,主に文化大



革命の影響をまだ反映しているため,日本「文化」に関する内容がほとんど見られない。

これは中国の政治制度がまだ日本の社会文化を受容できないと考えているためである。

ただし,日中両国の友好関係を示す例文が見られた。 

1980 年に入ると,日本「文化」は多様な角度から捉えられるようになった。「文化」

の舞台が中国社会から日本社会へと移り変わり,また以前の中国政府や中国社会という

立場から,個人の立場から捉えた日本社会での体験へと転換した。このような捉え方の

変化は,政治的制約の解消と,両国文化の接触の増加に伴うもので,日中両国の文化にお

いて共通点と相違点が注目されるようになったためといえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第四章 結論 

4.1 まとめ 

外国語教育において提示される「文化」の捉え方は,外国語教育の実施される国や地

域の対外政策のあらわれの一つと考えられる。中国の外国語教育も例外ではない。本稿

は中国の日本語教育における「文化」に焦点を当て,教科書に提示される日本「文化」

を通時的に考察した。加えて,日本「文化」が中国政府にとって受容可能な範囲内で捉

えられることを明らかにした。また中国の外国語政策の変化に伴い,捉えられていた「文

化」が変遷することを検証した。 

導入期の日本語教育においては,中国政府の受容できる日本「文化」と受容できない

「文化」が厳密に区別された。そのため,資本主義思想に関わる部分が問題点として扱

われ,また中国の政治制度に対立するという理由で取り除かれていた。一方,建国後の中

国にとって,世界各国と友好関係を示すために,中国政府の受容できる日本の社会文化

は,伝統的文化の側面から捉えられた日本「文化」であった。つまり,導入期の日本語教

育において提示された日本「文化」は受容可能な範囲内で捉えられており,受容できな

い部分は日本社会の問題点として扱われたり,「文化」の中から取り除かれたりしたの

である。 

停滞期の日本語教育は,この時期に中国で起こった文化大革命に大きな影響を受けた。

中国政府は社会主義の訴える無産階級思想の正当性を強調したことから,日本「文化」

はほとんど対象化されなくなった。その後,中国政府は1972年に日本と国交を正常化し,

これにより,中国は日本を国家として認めるようになった。中国政府は日本との友好関

係を求め,その働きかけの姿勢は当時の教科書にも認められる。これは両国の政治面に

おいて,中国政府の日本社会に対する捉える態度のあらわれにすぎず,厳密に言えば,そ

れは必ずしも日本「文化」とはいえない。停滞期において日本「文化」が捉えられない

のは,中国社会に政治的制約が存在したからである。そのために日本「文化」が日本語

教育に統合されておらず,いわば言語教育の中から取り除かれていたのだ。 



展開期の日本「文化」は,中国社会が新たな発展を遂げ,日中間の交流がますます活発

化する中で,多様な視点から捉えられるようになった。異文化体験を持つ留学生の視点

から日本「文化」を捉える教科書もでてきた。また,現代日本の社会問題に注目し,それ

を日本「文化」として捉えられる教科書もある。展開期の日本語教育では,中国政府に

よる政治制約がなくなるに伴い,日本「文化」の捉え方がさまざまな方向に展開した。 

導入期,停滞期,展開期それぞれの日本「文化」の選択基準を考えると,導入期と停滞

期では中国の政治制度の強化を前提にしていたが,展開期においては中国政府による政

治制約が次第になくなり,現実の日本社会を理解するという教育目標へと転換した。こ

の経緯を見ると,導入期の「文化」を推し進めたのは国家意思である。また,停滞期の日

本語教育は更なる国家意思に支配されたゆえに,日本「文化」が日本語教育から取り除

かれてしまった。そして展開期の「文化」は主に日本語学習者のための文化教育活動に

関わるもので,これは,より教育本来の意義に応えていたことがわかった。 

本稿は教科書の日本「文化」を通時的に考察することにより, 当時の日中間の政治関

係やこれに基づき中国政府による日本社会の受容の尺度と二つの要因が,教科書に提示

された日本「文化」に影響を与えることを検証した。だが,教科書に見られる日本「文

化」は,日中両国の関係と,中国政府の日本社会に対する態度の変化を直ちに日本語教育

に反映するものではない。社会的要因による日本語教育政策の変化が教室で反映するに

はある程度の時間が必要となる。例えば,停滞期の日本「文化」の特徴は展開期の则め

に遅れて現れた。このような乖離が常に存在する。 

 

4.2 本研究の限界 

本研究は主に,中国人日本語教師の作成した日本語教科書に見られる明示的な「文化」

に焦点を当てて考察を行ったが,教科書の例文や会話文の中に暗示的に提示された文化

的情報に関する考察を進めることはできなかった。 

また,第 3章で言及したように,考察の対象として挙げたのは 1949年から 1990年まで



高等教育で使用されてきた教科書である。本来ならば,現在までの日本語教育に使われ

ている教科書も調査対象として扱う必要があったであろう。というのも,日本の社会文

化について, 1949-1990 年よりも,中国の対日政策の変化により現在の日本語教育はそ

れをより明示的に提示すると考えられる。そのため,1990年以降から現在までの「文化」

の捉え方を提示すれば,「文化」の捉え方の変貌をより明確に再現できたかもしれない。

ただ 1990 年以降に各大学が編集・刊行した教科書を見ると,1949-1990 年に比べて,中

国の政治情勢や教育方針,教育政策が安定するようになったため,社会文化の捉え方の

変化はそれほど激しくない。そのため,本稿では,「文化」の捉え方を明瞭に反映し,中

国社会の揺れ動きが最も激しい期間である 1949-1990 年の教科書に限定した。 

 

4.3 教育的示唆 

今回の研究の出発点は, 日本語教育における日本「文化」の捉え方の可能性を探るこ

とにあり,この問題意識に基づいて歴史的視点からアプローチを試みた。本研究で見た

ように日本「文化」の選択基準は,中国国内の政治的結束性の強化から現実の日本の社

会文化の理解へと変化した。この転換を考えれば,教育機関によって提示された「文化」

は,中国政府による日本社会の受容へと適応したものであることがわかる。このような

「文化」によって構成された日本語教育を通して,中国政府は対日政策の意図を伝達す

ることができる。つまり,日本語教育は,日本語教育政策の方針に基づき,中国政府の対

日政策を実行するための道具の一つであるといえるだろう。 

歴史的観点からみた場合,日本「文化」は日本語教育という装置を通し,中国社会にと

って受容できる日本社会のあらわれと言えるが,学習者のニーズを十分に考慮している

とは言い難い。日本語教育の中で学習者のニーズをどのように位置づけられるかという

問題は,教育の根本的な意義に深く関連している。 

 

4.4 今後の課題 



本研究は,日本語教育における「文化」について具体的提言を行うに至らなかった。

しかし,今後は本研究の扱っていない1990年から現代までの日本語教科書に見られる

「文化」を考察することにより,近年の日本「文化」に影響する社会的な要因を明らか

にし,日本語教育における「文化」の捉え方にいっそう迫りたい。 

また,本研究の示唆したように,日本「文化」は,中国政府にとっての日本社会の受容

のあらわれであり,中国政府の視点から捉えたものであるにほかならない。一方,学習者

の期待する日本「文化」は学習者個人の視点から捉える「文化」である。その二つの捉

え方のすれ違いについては,まだ検討していない。ここまでに見たように,日本語教育は

あくまで中国政府の対日政策を実現する上での文化的装置に他ならない。今後の研究で

は日本語教育により提示された日本「文化」と,学習者側の期待する「文化」との違い

を解明し,日本語教育において可能な日本「文化」を探りたい。 
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